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三島ファーム（大東町久野）
（三

み
島
しま
　拓
たく
郎
ろう
さん）

　イチゴの観光農園として、「紅ほっぺ」と
「章

あき
姫
ひめ

」を 2 棟のハウスで栽培されています。
イチゴ摘みの時に一番おいしく食べていただけ
るよう特に甘さにこだわられています。もぎた
ての完熟したイチゴは格別のおいしさだとか。
三島ファームのある久野地区は標高も高く寒暖
差もあるためより甘くなるそうです。虫や病気
が出ると全体に影響するため日々のチェックに
は細心の注意を払っておられます。観光農園を
訪れてもらい、近くに桃源郷もあるので久野地
区を満喫し楽しんでいただけるような農園にし
たいと語られました。

プチ
情報

３月26日～５月下旬（要予約）
土曜日は縁側カフェ カーロ　で手作り
スイーツなど楽しめます。
ホームページ　https://www.mishima.farm/

いちご狩りいちご狩り

摘みたてのイチゴ
摘みたてのイチゴ



「雲南市農業振興施策に関する意見書」回答の詳細はホームページに掲載しています。 2

雲
南
市
農
業
振
興
施
策
に
関
す
る

意
見
書
回
答
（
要
旨
）

❶
農
地
等
の
利
用
の

農
地
等
の
利
用
の

最
適
化
の
推
進

最
適
化
の
推
進

①
後
継
者
不
足
な
ど
で
困
難
に
な
っ
て
い
る

農
地
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
農
業
を
次

世
代
へ
つ
な
げ
る
た
め
の
積
極
的
な
支
援

策
を
講
じ
る
こ
と
。

回
答
：
集
落
が
共
同
し
て
農
地
や
生
活
環
境

を
守
る
取
り
組
み
を
支
援
す
る
。

　
　

ま
た
令
和
４
年
度
よ
り
地
域
の
小
規
模

営
農
グ
ル
ー
プ
へ
の
支
援
も
創
設
す
る
。

②
大
規
模
な
営
農
を
継
続
す
る
た
め
の
ス

マ
ー
ト
農
業
へ
の
支
援
を
講
じ
る
こ
と
。

回
答
：
国
や
県
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の

取
り
組
み
支
援
と
、
市
独
自
の
農
業
担
い

手
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
事
業
で
加
算
措

置
を
講
じ
推
進
を
行
う
。

③
地
域
農
業
の
継
続
と
安
定
の
た
め
、
機
械

の
導
入
や
営
農
支
援
な
ど
の
農
業
環
境
整

備
の
支
援
を
講
じ
る
こ
と
。

回
答
：
退
職
を
機
に
農
業
を
始
め
る
方
や
新

た
な
集
落
営
農
組
織
へ
の
支
援
に
、
県
の

支
援
事
業
な
ど
を
活
用
す
る
。

④
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
農
地
と
山

林
の
一
体
的
管
理
や
山
林
活
性
化
の
た
め

の
植
林
、
植
樹
の
検
討
、
伐
採
と
い
っ
た

支
援
策
の
検
討
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

回
答
：
県
が
実
施
す
る
事
業
に
加
え
て
市
も

里
山
整
備
支
援
事
業
を
実
施
す
る
。

⑤
農
産
物
を
使
っ
た
特
産
品
の
加
工
販
売
に

つ
い
て
県
に
よ
る
「
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
」

事
業
な
ど
農
業
生
産
活
動
が
展
開
で
き
る

よ
う
な
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
。

回
答
：｢

ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
育
成
支
援｣

事
業
を
積
極
的
に
支
援
す
る
。
ま
た
市
独

自
で
新
商
品
な
ど
の
製
造
設
備
な
ど
を
支

援
す
る
事
業
を
創
設
す
る
予
定
と
し
て
い

る
。

⑥
地
域
の
実
態
に
即
し
た
市
独
自
の
農
業
振

興
策
の
樹
立
や
施
策
の
推
進
、
新
た
な
農

業
の
展
開
に
対
す
る
指
導
や
支
援
策
を
講

じ
る
こ
と
。

回
答
：
県
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
進

め
市
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
へ
地
域
の
実
態
に
即

し
た
農
業
振
興
策
を
纏
め
る
。

①
ブ
ラ
ン
ド
米
な
ど
米
価
の
上
昇
と
、
生
産

意
欲
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
価
格
維
持
に

向
け
た
支
援
策
と
将
来
的
に
生
産
者
が
安

心
し
て
米
作
り
が
続
け
ら
れ
る
政
策
を
講

じ
る
こ
と
。

回
答
：
米
価
は
国
全
体
で
の
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
た
め
、
県
知
事
、
県
議
会
議
長

へ
要
請
を
行
っ
た
。
ブ
ラ
ン
ド
米
や
酒
米

な
ど
高
品
質
な
米
作
り
を
進
め
、
米
粉
な

ど
へ
の
加
工
支
援
や
販
路
拡
大
に
向
け
関

係
機
関
と
連
携
し
進
め
る
。

②
よ
り
多
く
の
農
家
が
安
心
し
て
農
業
生
産

に
取
り
組
め
る
よ
う
獣
害
被
害
防
護
柵
の

設
置
費
用
助
成
金
の
増
額
な
ど
を
望
む
。

回
答
：
鳥
獣
防
護
柵
の
購
入
助
成
の
予
算
の

増
額
と
補
助
率
の
見
直
し
を
行
う
。

③
猟
友
会
に
よ
る
駆
除
の
効
果
を
引
き
上
げ

る
た
め
に
施
策
の
拡
充
と
連
携
体
制
の
強

化
へ
支
援
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

回
答
：
捕
獲
、
侵
入
防
止
、
環
境
整
備
を
総

合
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
、農
家
、

猟
友
会
と
連
携
し
鳥
獣
対
策
を
進
め
る
。

④
飼
料
の
高
騰
で
畜
産
経
営
が
圧
迫
し
て
い

る
。
畜
産
農
家
の
高
齢
化
や
減
少
な
ど
で

経
営
な
ど
を
断
念
さ
れ
な
い
た
め
に
も
、

安
定
し
た
経
営
が
持
続
で
き
る
よ
う
支
援

を
望
む
。

回
答
：
畜
産
の
安
定
経
営
と
振
興
に
向
け
、

新
た
な
担
い
手
の
確
保
、
和
牛
農
家
・
酪

農
家
・
集
落
営
農
組
織
な
ど
が
外
部
施
設

（
キ
ャ
ト
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
※
注
）
な
ど
で

連
携
し
、
規
模
拡
大
や
生
産
性
の
向
上
を

図
る
仕
組
み
の
構
築
に
努
め
る
。

　
※
注　

牛
の
預
か
り
施
設

①
被
災
し
た
水
田
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
度

に
耕
作
で
き
る
た
め
の
支
援
と
、
耕
作
に

支
障
が
あ
る
箇
所
の
補
修
作
業
の
支
援
策

を
講
じ
ら
れ
た
い
。

回
答
：
復
旧
工
事
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
、

被
災
施
設
の
応
急
工
事
を
行
う
。
小
規
模

災
害
も
市
の
単
独
事
業
に
よ
り
復
旧
工
事

を
実
施
す
る
。

②
被
害
金
額
が
40
万
円
に
満
た
な
い
、
小
災

害
に
つ
い
て
、
市
の
助
成
な
ど
を
検
討
さ

れ
た
い
。

回
答
：
国
庫
補
助
の
対
象
外
の
小
災
害
は
、

工
事
費
が
13
万
円
以
上
で
あ
れ
ば
市
単
独

事
業
と
し
て
災
害
復
旧
を
行
う
。
農
地
・

農
業
用
施
設
へ
の
土
砂
流
入
は
雲
南
市
被

災
者
生
活
応
急
復
旧
支
援
金
支
給
事
業
で

支
援
し
て
い
る
。

③
被
災
箇
所
の
早
期
復
旧
と
と
も
に
被
災
農

家
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
施
策
を
検
討
さ

れ
た
い
。

回
答
：
道
路
や
河
川
の
災
害
復
旧
工
事
と
調

整
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
復
旧
に
複
数
年

か
か
る
箇
所
も
あ
る
。
令
和
３
年
７
月
豪

雨
災
害
の
地
元
負
担
金
は
農
地
災
害
で
は

２
分
の
１
軽
減
、
農
業
用
施
設
災
害
は
全

額
免
除
と
し
た
。

❷
中
山
間
地
域
に
お
け
る

中
山
間
地
域
に
お
け
る

農
業
の
継
続

農
業
の
継
続

❸
令
和
３
年
７
月
豪
雨
災
害
に

令
和
３
年
７
月
豪
雨
災
害
に

対
す
る
対
応

対
す
る
対
応

令和４年度

２月14日　石飛市長より回答書をいただきました２月14日　石飛市長より回答書をいただきました

詳細はこちら

農委だより



農地に建物などを建てる場合は、事前に農業委員会の許可が必要です。3

 ３．特記事項 
⑴機械や育苗の運送経費は別途双方協議のうえ決定する。
⑵田植作業やハーベスターによる脱穀作業、籾摺作業の際、補助者が必要な場合は委託者負担とする。
⑶コンバイン、バインダーによる刈り取り作業の際、稲の倒伏程度により１割倒伏・１割加算の基準で、また

ほ場の軟弱の程度により双方協議のうえ料金を加算する。
⑷深耕、稲わらの処分など、一覧表に無いものは別途双方協議のうえ決定する。
⑸色彩選別のみの作業の際は、別途双方協議のうえ料金を加算する。
⑹農作業料金に影響を及ぼす事態が生じた場合は、雲南市標準農作業料金検討協議会で協議し、決定した事項

については広報などで周知することとする。
 ４．ほ場条件 
　※ほ場一区画の面積が10a以上、おおむね乾田であるほ場での作業を想定して料金を算定した。
　　したがって、一区画10a未満のほ場、また10a以上でも不整形のほ場は、双方協議のうえ料金決定する。

～令和４年度　雲南市標準農作業料金等一覧表～～令和４年度　雲南市標準農作業料金等一覧表～
雲南市標準農作業料金検討協議会において、次のとおり決定しましたのでお知らせします。

★この料金はあくまで標準の料金です。作業条件などにより双方協議のうえ決定してください。
★「備考欄」ならびに「３．特記事項」、「４．ほ場条件」に記載してある事項については、それぞれの実情に応じて決めてください。
★ここに定めのない農作業については、双方協議のうえ行ってください。
★この標準農作業賃金・農作業料金は、令和４年４月１日から適用します。
★この標準農作業賃金・農作業料金は、消費税抜きの金額です。� 雲南市標準農作業料金検討協議会

 １．農作業賃金 
作業区分 種　別 単　位 金額（円） 備　　　　考
農作業 一般農作業 1 日 8,000

 ２．農作業料金（消費税抜き） 　　変更した部分を赤色で表記しています。
作業区分 種　別 単　位 金額（円） 備　　　　考

耕 　 　   起 10ａ 7,500 ・ほ場周囲の機械作業が困難な場所の作業は委託
者が行う

・通し代とは、荒代、植代を同一人が受託して行
う作業である

代　掻　き
荒
あ ら

　　　代
し ろ

10ａ
3,340

植
う え

　　　代
し ろ 5,650

通　し　代 8,990
畦 　 塗 　 り １m 56 ・機械作業

機 械 田 植
一般田植機

10ａ
8,430 ・肥料は別料金

・枕地の手植え、欠株の補植は委託者が行う側
そくじょう

条施
せ

肥
ひ

型 8,900
育　　　苗 硬

こ う

　化
か

　苗
な え １箱 840 ・種子代を含む

防 　 　   除 10ａ 2,320 ・農薬は別料金

刈　　　取 コンバイン 10ａ 20,930 ・籾運搬費は別途
バインダー 10,470

ハーベスター 10ａ 10,470

乾　　　燥
18.0％以下

30㎏
340

18.1％～ 30.0％ 790
30.1％以上 900

籾 　 摺 　 り 30㎏ 520
色 彩 選 別 30㎏ 370 ・籾摺りからの一連の作業料金

≪令和４年４月１日改定≫

地域名 平均額 最高額 最低額 件数

田

雲南市全域 5,000円 10,800円 1,200円 　219（101）
大 東 町 5,700円 9,000円 2,000円 75（� 12）
加 茂 町 6,100円 10,000円 2,600円 41（� 19）
木 次 町 2,400円 3,900円 1,200円 21（� � 1）
三 刀 屋 町 4,000円 7,000円 1,900円 55（� 49）
吉 田 町 4,800円 5,500円 3,000円 �14（� 12）
掛 合 町 6,600円 10,800円 3,100円 13（� � 8）

畑 雲 南 市 3,200円 5,000円 2,000円 22（  0）

～ 雲南市賃借料情報 ～～ 雲南市賃借料情報 ～ ≪令和３年１月～12月公告分≫

（　）内は物納数・（10a、１反あたり）

農委だより



うまいもんうまいもんうまいもん
うんなんの

シリーズ

り
楽
し
み
も
倍
増
で
す
。
特
に
お

勧
め
は
、
隣
の
細
田
漬
物
さ
ん
で

作
ら
れ
る
キ
ム
チ
ダ
レ
を
使
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
や
、
季
節
ご
と
に
採
れ

る
野
草
な
ど
を
使
っ
た
そ
の
時
期

に
し
か
い
た
だ
け
な
い
料
理
で
す
。

　

そ
し
て
何
と
言
っ
て
も
カ
フ
ェ

か
ら
の
展
望
は
最
高
で
、
天
気
が

良
い
と
大
山
も
見
え
る
そ
う
で
す
。

お
客
さ
ん
か
ら
は
感
動
や
、「
天

国
に
来
て
い
る
み
た
い
」
と
の
声

も
あ
り
、
大
好
評
と
の
こ
と
で
す
。

天
気
が
良
い
日
は
ガ
ー
デ
ン
席
で

料
理
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
素
敵
な
景
色
を
眺
め
な

が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
食
事
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

農
業
委
員
会
の
情

報
委
員
メ
ン
バ
ー
の

「
ち
ょ
っ
と
こ
れ
！
た

べ
て
み
ー
だ
わ
！
」

と
い
う
商
品
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

　
　

　

冬
季
の
休
み
を
経
て
、
３
月
か
ら

大
東
町
山
王
寺
に
「
山や

ま

ん
中な

か

の
古
民

家
Ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ
下し

た

上う
え

屋
」
が
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
提
供
さ
れ
る
ラ
ン
チ
は
、

地
元
野
菜
を
使
っ
た
す
べ
て
手
作
り

の
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
ま
た
、
メ
イ
ン

料
理
や
ご
飯
、
汁
物
、
飲
み
物
が
選

べ
、
さ
ら
に
手
作
り
ス
イ
ー
ツ
も
あ

今
回
は
こ
れ

営業時間：11：00～16：00（３月～11月）
定 休 日：月・火・日
問い合わせ先：0854-43-4076

このメニューは
塩糀のポークステーキ

サラダ
季節の天ぷら

こんにゃくのゆず味噌と
フキノトウ味噌添え
キノコのスープ
かまどのごはん
お漬物
珈琲

抹茶のムース

4

編 

集
後 

記

　

令
和
３

年
度
雲
南

市
農
業
委

員
会
の
研

修
会
を
、

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
予
防
対
策
を
十
分
に
行

い
、
雲
南
市
役
所
で
実
施
し
ま

し
た
。

　
昨
今
、
市
内
で
も
鳥
獣
被
害

が
多
く
発
生
し
て
農
家
も
困
っ

て
お
り
、
耕
作
放
棄
地
が
増
え

て
い
る
現
状
で
休
耕
田
を
利
用

し
た
栽
培
作
物
に
は
関
心
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

先
号
の
農
業
委
員
会
だ
よ
り

「
い
な
た
ひ
め
」（
ｖ
ｏ
ｌ
．51
）

の
表
紙
で
紹
介
し
た
、
加
藤
完

一
商
店
（
大
東
町
）
の
代
表 

藤ふ
じ

原は
ら 

潤じ
ゅ
ん

さ
ん
を
講
師
と
し
て
招

き
、
大
東
町
の
山
王
寺
・
阿
用

地
域
で
休
耕
田
を
活
用
し
た
綿

花
の
栽
培
か
ら
製
品
販
売
ま
で

の
事
業

内
容
を

講
演
し

て
い
た

だ
き
ま

し
た
。

　
衣
服
に
使
用
す
る
綿
は
海
外

産
が
ほ
と
ん
ど
で
、
国
産
綿
は

非
常
に
少
な
く
自
社
で
栽
培
す

る
し
か
な
い
と
の
思
い
で
検
討

さ
れ
た
そ
う
で
す
。
綿
花
の
種

類
に
も
、「
超
長
綿
」、「
中
綿
」、

農 業 委 員 会
研 修 会

令 和 3 年 度

「
短
綿
」
が
あ
り
特
色
が
違
う

中
で
、
島
根
県
産
超
長
綿
の
無

農
薬
栽
培
に
こ
だ
わ
り
、
超
長

綿
の
良
さ
で
あ
る
肌
触
り
、
光

沢
、
耐
久
性
を
引
き
出
す
製
法

で
編
ん
だ
綿
糸
で
自
分
ら
し
さ

を
表
現
す
る
服
を
作
る
事
業
を

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
綿
花
栽
培
は
、
除
草
と
獣
害

被
害
対
策
を
す
れ
ば
休
耕
田
の

跡
地
利
用
と
し
て
期
待
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
種
ま
き
、
刈

取
り
時
期
に
は
山
王
寺
の
棚
田

で
栽
培
体
験
イ
ベ
ン
ト
活
動
も

行
い
、
販
路
の
拡
大
に
も
工
夫

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
生
産
者
を
増

や
し
、
栽
培
面
積
を
拡
大
し
て

生
産
量
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

で
、
楽
し
く
儲
か
る
農
業
を
す

れ
ば
今
後
の
人
の
流
れ
が
変
わ

る
か
も
し
れ
な
い
と
語
ら
れ
ま

し
た
。
農
業
の
活
性
化
の
先
駆

け
と
し
て
期
待
し
て
い
ま
す
。

 

（
農
業
委
員　
神か
ん
田だ

邦く
に
昭あ
き
）

空き農地バンク　登録状況
令和４年２月18日現在

登録番号 所在地 地目 面積 (㎡ )
21-01 大東町下佐世 畑 496
21-02 大東町下佐世 畑 31
21-03 木次町東日登 田 694
21-04 木次町東日登 田 1,945
21-05 木次町東日登 田 825
21-06 木次町東日登 田 443
21-07 大東町西阿用 田 443
21-08 大東町西阿用 田 180
21-09 大東町西阿用 田 1,049
21-10 大東町西阿用 田 1,064
21-11 大東町西阿用 田 987
21-12 木 次 町 新 市 畑 293
21-13 木 次 町 新 市 畑 13
21-14 大 東 町 新 庄 田 364

登録番号 所在地 地目 面積 (㎡ )
21-15 大 東 町 新 庄 畑 329
21-16 大 東 町 新 庄 田 1,652
21-17 大 東 町 新 庄 畑 136
21-18 大 東 町 新 庄 田 2,602
21-19 木次町上熊谷 田 504
21-20 木次町上熊谷 畑 84
21-21 木次町上熊谷 畑 1,235
21-22 木次町上熊谷 田 1,059
21-23 木次町上熊谷 畑 583

※農地の詳細は農業委員
会に問い合わせいただ
くか、農業委員会ホー
ムページに画像ととも
に掲載しています。

▲藤原さん

▲研修中に藤原さんの製品を見ている様子

　

２
月
の
と
あ
る
新
聞
に
「
お
に
ぎ

り
の
パ
ワ
ー
」
の
こ
と
が
載
っ
て
い
ま

し
た
。

　
「
パ
ワ
ー
ボ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
る

一
口
お
に
ぎ
り
を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選

手
た
ち
が
食
べ
て
い
て
、
北
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト

４
回
転
半
ジ
ャ
ン
プ
に
挑
ん
だ
あ
の

羽は
に
ゅ
う生
弓ゆ

弦づ
る

選
手
も
試
合
前
や
練
習
の

合
間
に
食
べ
て
い
る
と
い
う
も
の
で

し
た
。

　

あ
る
小
学
生
の
男
の
子
は
陸
上
大

会
の
日
は
い
つ
も
緊
張
で
ご
飯
が
の

ど
を
通
ら
ず
、
思
う
よ
う
な
記
録

が
出
ず
悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
レ
ー

ス
前
に
お
母
さ
ん
が
持
た
せ
て
く
れ

た
一
口
お
に
ぎ
り
を
パ
ク
リ
と
食
べ

た
ら
後
半
の
ス
タ
ミ
ナ
切
れ
が
無
く

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

雲
南
市
に
は
こ
の
地
が
好
き
だ
か

ら
と
移
住
し
た
り
、
家
業
を
継
い
だ

り
し
て
農
業
に
挑
戦
し
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
汗
を
流
し
努
力
を
重
ね
て
い

る
若
者
が
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
情
報
誌
「
い
な
た

ひ
め
」
の
編
集
会
議
で
そ
ん
な
方
々

の
こ
と
が
た
び
た
び
話
題
に
な
り
ま

す
。

　

農
業
の
担
い
手
不
足
と
い
わ
れ
て

い
る
中
で
、
若
い
パ
ワ
ー
を
応
援
し

た
く
本
誌
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
若
者
た
ち
や
一
口
お
に
ぎ

り
の
こ
と
を
思
い
、
我
が
家
も
朝
食

の
ご
飯
と
み
そ
汁
で
一
日
の
パ
ワ
ー

を
も
ら
お
う
か
な
。

（
農
業
委
員　

佐さ

藤と
う

博ひ
ろ

子こ

）

細
ほそ
田
だ
淳
じゅんこ
子さん　細

ほそ
田
だ
栄
えい
子
こ
さん

農委だより


